3月の国内延べ宿泊者数は3338万人泊に

コロナ前の約7割まで回復、前年比は22.3%増

　観光庁の宿泊旅行統計調査によると3月の国内延べ宿泊者数は3338万人泊となった。前年同月比では22.3%増、2019年同月との比較では34.7%となり、新型コロナウイルス感染拡大前と比較して約7割の水準まで回復した格好となった。多くの都道府県で発出されていたまん延防止等重点措置が解除されたことや春休みの旅行需要が重なったことが奏功したとみられる。
　宿泊者数の内訳をみると、日本人の延べ宿泊者数は3304万人泊となった。19年からは20.6%の減少となったが前年比では22.3%の増加となり、今年初の3000万人泊超えとなった。一方で外国人延べ宿泊者数は観光目的での渡航が引き続き制限されていることが響き、19年比96.4%減の34万人泊にとどまった。
　3月の客室稼働率は42.3%となった。コロナ前の19年との比較では21.1ポイントの減少となったが、前年との比較では7.4ポイントのプラスとなった。
施設タイプ別の動きをみると、最も稼働率が高かったのはビジネスホテルの54.5%となり、50%を超える格好となった。以下、シティホテルが43.4%、リゾートホテルが37.9%、旅館が26.2%、簡易宿所が16.4%となった。
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